
2026事務年度 金融行政方針 主なポイント 2026年９月公表

 金融戦略に掲げられた施策の着実な具体化・実行
 2026年7月に策定された「成長投資を促進するための金融戦略 － 資産運用立国のアップグレード －」に掲げられた、金融機関・

市場の機能発揮、コーポレートガバナンス改革等を通じた企業の成長投資の促進、地域金融力の強化、アセットオーナーの機能向上、
資産運用サービスの高度化、家計の安定的な資産形成の促進、金融インフラへの投資の促進等の着実な具体化・実行に取り組む。

 個別金融機関と金融システム全体を捉えたモニタリングの高度化
 業態別・横断的モニタリングの両者を連携させ、実効性のある監督・検査を行う。金利上昇や企業の資金需要の増加を含む金融・

経済環境の変化に対する個別金融機関の対応状況や、新しい金融サービスの提供といった動向についてモニタリングする。複数の
業態に共通する課題や、個々のリスクの蓄積が金融システム全体に与える潜在的な影響についてもモニタリングする。

 金融機関のガバナンスの確保
 金融機関の不正事案について、経営陣の姿勢、組織文化、内部牽制等を含めて真因を分析し、重大・悪質な事案には厳正に対応す

る。内部監査部門の自律的な検証・牽制機能の高度化を促す。保険会社について、不適切事案への厳格な行政対応等を行うととも
に、保険会社と保険代理店との継続的な対話の充実を促し、保険代理店の規模・業務特性に応じた顧客本位の業務運営の確立と徹
底を図る。暗号資産交換業者等についても、安全な取引環境の整備に向けたモニタリングや無登録業者への対応に取り組む。

 金融犯罪・自然災害への対応
 特殊詐欺や不正アクセスによる不正取引等について、警察庁をはじめとした関係省庁や民間事業者と連携し、金融犯罪の被害発

生・拡大の防止等に取り組む。令和8年熊本地震等の被災者に対し、生活・なりわいの再建に向けた金融上の支援を進める。

 資本市場の信頼確保
 著しい市場の変化へも的確に対応するほか、潜脱的な大量保有・買付等も含め、法令違反が疑われる場合には、厳正な調査・検査

を行う。監査法人の規模に応じた適切なモニタリングを行うとともに、虚偽証明等の疑義がある場合にはその検証も行う。

 AIによる業務改革と人材・組織の強化を通じた金融行政の更なる進化
 金融を取り巻く環境や行政課題の急速な変化に対応するため、生成AIの利活用を進めるとともに、それを前提とした政策立案、監

督・モニタリング、市場監視等の業務プロセス改善を進める。あわせて、アカデミアとの連携強化や、検査官・モニタリング人材
の体系的・中期的な育成を含め、職員の専門性・政策立案・実行能力の向上に取り組む。

※2026事務年度 金融行政方針は、金融戦略（別添）との記載の重複を避けつつ、補完が必要な項目を中心に作成している。
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